
                        栗原小学校 学校生活対応マニュアル ～１日の流れ～             令和２年５月 

 学校・教員が行うこと 児童が行うこと 

朝の 

欠席連絡 

〇家庭からの欠席連絡は電話連絡で受ける。（体温」「症状」「病院等での受診の有無」を確認する。） 

〇「受診予定がある」場合は、結果を連絡してもらうこと、欠席の間も健康観察カードへの記入を依頼する。 

〇体調が悪いときは、家族にすぐに伝える。 

登校時 

（8:00～ 

8:10） 

〇通学路の見守り担当、学校での健康チェック担当、教室での見守り担当、等役割分担して児童を迎える。 

〇児童が登校したら校庭で、健康観察カードの確認   ①内容確認 → ②押印 →③名簿にチェック 

〇未検温⇒非接触体温計で検温し、カードに記入。 未記入項目⇒聞き取って出欠カードに記入。 

〇体調不良が疑われる場合（本人、家族）は、管理職、養護教諭に伝え、指定の場所（１階教育相談室）へ

移動させ、自宅へ連絡後、帰宅させる。 

〇学年担任１名は教室付近で待機し、教室内や手洗い場が密にならないよう指導する。 

〇マスクをし、清潔なハンカチ、ティッシュを持って登校する。 

〇友だちと集まって登校しない。一緒になった場合も１ｍ以上の距離を空けて静かに歩いて登校する。 

〇個別登校のため交通事故や不審者等に十分気をつけて登校する。 

〇登校したら、健康観察カードをもって学年ごとに校庭に並び、チェックが済んだら、校舎内に入る。 

〇教室の自分の机に荷物を置いた後、石けんで手洗いをする。（時計を見ながら 30秒以上） 

〇友だちとハンカチや物の貸し借りはしない。 

朝の会 

（8:25～） 

〇担任は出欠カードを確認後、保健板に記入。９時までに保健室へ提出する。養護教諭は登校状況まとめ、

管理職へ報告をする。 

〇体調が悪くなったらすぐに担任知らせるよう指導する。 

〇朝遊びはないので、朝の支度が終わったら、静かに席について待つ。 

授業 

（8:45～） 

〇換気を徹底する。できれば常時、最低 30分毎に二方向の窓を開けて換気を行う。 

換気扇は常時作動させる。１台は「排気」、もう１台は「吸気」にする。 

〇机と机の間隔をできる限り広く（１ｍ以上）とり，前向きで学習を行う。近くに集まるペア学習やグルー

プ学習は行わない。密集、密接になる学習活動は行わない。 

〇共用物を使った場合は、児童には手洗いをさせ、教員が共用物の消毒をする。 

〇感染者、濃厚接触者、医療従事者等に対する偏見や差別防止の指導を行う。 

〇教室外での授業後は、教室に戻り次第、手洗いをするよう指導する。 

休み時間 〇教室の窓とドアを全開にし、換気を十分に行う。 

〇トイレについては混雑しないよう導線を示す。トイレ近辺で教職員が見守り、並び方、手洗い等について

指導する。 

〇中休みは教室や校庭での過ごし方を見守り、密になるような過ごし方や遊び道具の貸し借り、大きな声で

話すなど、ないように指導する。中休み時間終了後は全員手洗いするよう指導する。 

〇友達とはできるだけ距離をとり、マスクをして発声に気をつけて過ごす。また、校庭でも友だちと接触

しないよう、気をつけて過ごす 

〇水分補給のための水筒をできるだけ持ってくる。保管は机の脇にぶら下げる。 

〇外に出ていなくても、休み時間のうちに手洗いを行う。 

〇トイレの使用後は、ふたを閉めて水を流すようにする。また、手洗いは必ずトイレの水道で行う。 

昼食 

（12:15～） 

〇分散登校中は、学年ごとに配膳し、担任、専科、調理員で配食する。 

〇身支度（エプロン、三角巾、マスク）を整え、手洗い、手指のアルコール消毒を行う。 

〇飛沫が飛ばないよう、食べ始める直前にマスクを外させる。私語をしないよう注意する。 

〇マスクの取り外し方について指導する。 

①机は前向きで間を離したままで準備をする。  ②机にテーブルクロスをしく。 

③手洗い（石けん 30秒、流水 15秒以上）をしっかり行い、給食専用の手拭きハンカチでふく。 

④席に着き、準備ができたら昼食をもらいに行く。（一方通行） 

⑤席に戻り、「いただきます」の後、マスクを外す（ゴムの部分を持つ）。外したマスクはビニール袋（毎

日新しいものを持参）に入れ、ビニール袋ごと給食袋の中に入れる。 

⑥私語をせずに食べる。     ⑦食後も手洗いをしっかり行う。（歯磨きは当面しない） 

昼休み 

（13:00～） 

〇休み時間と同じ対応。 

 

〇休み時間と同じ。 

 

帰りの会 〇朝晩の検温、朝の健康観察、カードへの記入を忘れずに行うこと、自分や家族の体調が悪いときは、自宅

で休養するよう指導を行う。 

〇家庭学習について、効果的な学習となるよう、必要な教材の配布やアドバイスを行う。 

〇２日間の家庭学習について不安なこと、わからないことを質問する。 

〇学級内で時差下校を行い、下駄箱や帰り道で密集しないよう下校する。 

〇個別下校のため交通事故や不審者等に十分気をつけて登校する。（1年生は方面別下校） 

 〇担任は、教室内、物品の消毒をする。 

〇用務主事は教室内の床掃除、校舎内の消毒を行う。 

〇早寝、早起き、朝ご飯、適度な運動、規則正しい家庭学習を自分から行う。（家族に迷惑をかけない） 

 



令和２年６月１日（月） 

保護者様 

足立区立栗原小学校 

校 長  田中 泰徳 

分散登校期間中の対応について 
 

 足立区でも緊急事態宣言の終了に伴い，本日より分散登校による授業が再開となりました。本校では，新型コロナ

ウイルス感染症の予防対策として様々な点で配慮し，児童の健康，安全を第一に下記の内容で教育活動を行ってまい

ります。より詳しい内容は，裏面「栗原小学校 学校生活対応マニュアル～１日の流れ」も併せてご覧ください。 

なお、状況の変化に応じてこの内容が変わることが考えられます。予めご承知おきください。 

 

記 

 

１ 登下校 

（１）約束事 

  ➀ 登校班による集団登校は行わない。 再開時期は未定 

  ➁ マスクを必ず着用する。 

  ➂ 待ち合わせして一緒には行かない。 

  ➃ 他の人と距離を開けて歩く。 ※できるだけ２ｍ（最低１ｍ） 

   ➄ 通学路を通る。 

  ➅ 門は正門を通る。 

➆ 欠席の連絡は，電話で行う。 

☆登校時の見守りに，ぜひご協力ください。 

 

（２） 下校について  

下校時は，南門も開放します。 

➀ １年生 ・・・ 方面別の集団下校 

             ☆分散登校期間中は，職員が方面別に引率します。 

➁ ２年生 ・・・ 個人での下校 

       ☆混雑を避けるため、学級内で時間差をつけて教室を出ます。 

            

２ 校内生活 

（１）健康管理体制 

➀ 登校後，校庭で健康チェックを行ってから教室に入るようにします。 

  ☆「健康カード」（黄色の用紙）の未記入がないようにご注意ください。 

➁ 体調不良が疑われる場合は、別室（相談室）にて様子を見て、早めに自宅療養させるようにします。 

 

（２）衛生指導 

➀ 正しい手洗いの仕方や，手洗いが必要なタイミングを指導します。 

☆ 毎日，清潔なハンカチ，ティッシュを持たせてください。 

➁ トイレや水道の並ぶ位置には印をつけて，児童同士の距離を保ちます。また，休み時間には職員がトイレ付近

に立ち，指導をします。 

 

（３） 教室環境 

➀ 教室内は換気をし，新鮮な空気を取り入れます。 

➁ 児童の机は１ｍ以上間隔をあけて配置します。 

➂ 毎日教室内，物品の消毒を行います。 

 

（４） 授業 

  ➀ ペアやグループによる学習は行いません。 

   ➁ 体育の学習は校庭で一人一人の距離をとり，個人でできる運動を主に行います。 

   ☆ 縄跳びの縄と，なわとびカードを持たせてください。 

   ➂ 体育の学習後は，手洗いとともにうがいを必ずするようにします。 

 

（５）休み時間 

◯ 休み時間の過ごし方について，資料１「休み時間のやくそく」の通り指導します。 

☆ 水分補給のための水筒の準備にご協力ください。 

☆ 水筒の中身は，原則水かお茶ですが，高温時はスポーツドリンクも可能とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６） 給食 

  ➀ 配膳は教員が行います。 

  ➁ 外したマスクはビニール袋に入れ，さらにそれを給食袋に入れておきます。 

   ☆毎日，新しいビニール袋を持たせてください。サイズは給食袋に入れることを考慮してください。 

➂ 席を離し，向かい合わないで静かに食べます。 

資料１ 


